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Ωʔϓڠձͱ͸
ɹキープ協会͸、1938年に山ས県北ై市のਗ਼里高ݪにݐ設
͞Εた੨গ年܇࿅キャンプ場で͋る「ਗ਼ઘྈ」を฼ମに、「৯
ྐ」「信ڼ」「อ݈」「੨গ年΁のر๬」をཧ૝にܝ͛、࣮ફ
的なϞデル೶ଜコϛュχティづくりを目ࢦしͯ設立͞Εたɻ
キ ー プ（KEEP） と ͸KJZPsBUP EEVDBUJPOBM EYQFSJmFOU 
PSPKFDU（ਗ਼里教育࣮ݧܭ画）の略で͋り、ポール・ラッシ
ュത࢜のཧ念とߦಈ力を基盤に、「教育」と「࣮ݧ」をキ
ーワードに֤छ事業を展開し͖ͯたɻ
ɹ「教育」͸੨গ年教育から࢝まり、環境教育、อ育、ཙ
೶教育、৯育、国際ཧղ教育なͲをߦ͍ͬͯるɻ「࣮ݧ」
と͸地域΍ࣾ会のχーズを͍ちૣくつかΜでチャレンジを
することをҙຯするɻߦ政΍ا業で͸な͍民間の公益団ମ
と͍う立場ͩからこͦ多༷な௅戦をし͖ͯたɻ
ɹઌड़の⚔つのཧ૝に基づ͍ͯ׆ಈをし͖ͯたキープ協会
͸、࣌代΍ࣾ会のχーズにԠ͑ͯ「国際ަྲྀ」「環境教育」
をऔり組みにՃ͑たɻ環境教育͸、1983年に財団法人日本
野ௗの会（当࣌）と「キープ協会を自然環境อશとͦのた
Ίの自然教育の拠点とする」たΊの֮書をަΘしたことが
͖ͬかけでスタートとしたɻཌ1984年に専ै৬員⚑人で࢝
まͬた環境教育事業で͋るが、2018年ݱࡏ、環境教育プロ
グラムをఏڙする部໳で͋るキープ・フォレスターズ・ス
クール、ਗ਼ઘྈ΍まͶϛュージアム、山ས県立ീヶַ自然
;Ε͍͋センター、日ޫ国立公園ಹਢฏ成の৿、山ས県地
球ԹஆԽ๷ࢭ׆ಈ推進センターなͲ、多༷な׆ಈを展開す
るにࢸ͍ͬͯるɻ
ɹキープ協会の環境教育͸、ਗ਼里高ݪの豊かな自然環境を
׆かした自然ମݧܕ環境教育からスタートしたが、上記の
௨り多༷な教育׆ಈをߦ͍ͬͯることから、総合的な環境
教育、ͦしͯESD΁と進Խし͖͍ͯͯるɻ
؀ڥڭҭجૅߨ࠲Ͱେ੾ʹ͍ͯ͠Δ͜ͱ
ɹキープ協会の創設者
で͋るポール・ラッシ
ュത࢜͸、立教大学の
教授で΋͋ͬたことか
ら、立教学Ӄとキープ
協会と͸࢞ຓ団ମと΋
ݴ͑るਂ͍つながりを
持͖ͬͯたɻͦのつな
がりの中で生まΕた本講座をا画するに当たͬͯ、大੾に
し͖ͯたことが͋るɻ
ɹ⚑つΊ͸、多༷なࢹ点で環境教育΍ESDを学Ϳことで͋
るɻ環境教育΍ESD͸、持続可能なࣾ会の担͍खを育ͯる
教育で͋るが、ͦの主ମ΍࣮ફの場͸ا業、学校、地域な
Ͳ多༷で͋り、対৅΋子Ͳ΋から大人まで非常に広͍ɻͦ
のたΊに、ຖ回ҟなるテーϚを設ఆし（年度テーϚを設け
ること΋͋る）、ͦの෼野の環境教育࣮ફに関Θるํを講
師におট͖し͍ͯるɻৄしく͸下記「講座のテーϚと講師」
を͝ཡ͍た͖ͩた͍ɻ
講座のテーϚと講師（所ଐ͸当࣌の΋の）
ʻ2013年度ʼ
第⚑回「ESDと環境教育」
ɹ阿部治（立教大学）、中西঺一（立教大学）
ɹ川ౢ直（キープ協会）
第⚒回「ا業と環境教育」
ɹ川ౢ直、藤木༐ޫ（JPO8E3ిݯ開発）
ɹ٠池߳（朝日新聞ࣾ）
第⚓回「学校と環境教育」
ɹ川ౢ直、ླ木ར඙（立教池袋中学校高等学校）
ɹ小ۄහ໵（ຑ෍大学）
 ʻ2014年度ʗ年度テーϚɿا業と環境教育ʼɹ
第⚔回「ESDのಈ޲とا業における環境教育」
ɹ阿部治、池田ढ़一（NEC）
第⚕回「ا業と生෺多༷性อશ」ɹ
ɹ石ݪത（日本ܦࡁ団ମ連合会）
ɹືळ࡞（関西学Ӄ大学ʗキープ協会）
本ߨ࠲はެӹࡒஂ๏ਓΩʔϓڠ会の環境ڭҭࣄۀ0प年記念ߦࣄの̍つとして20年に࢝まΓ、これまでにܭճ։
࠵されている。ଟ෼໺からট͘ߨࢣから۩ମ的なऔΓ૊Έをฉ͘ことで環境ڭҭ࣮ફのたΊのϊ΢ϋ΢を学ͼ、શһࢀՃ
ܕの৘ใަ׵を௨してࢀՃऀ૬ޓの環境ڭҭネοτϫʔΫを࡞ることをͶらいとしている本ߨ࠲を、اըऀ͓よͼϑΝγ
Ϧςʔλʔとして;Γかえるとڞに、ࠓޙのల๬についてड़΂てΈたい。
૿ా௚޿
ཱڭେ学&4%研ڀॴʷ Ωʔϓڠձの環境ڭҭجૅߨ࠲のऔΓ૊Έ
Ωーϓڠձ全ܠ
環境教ҭجૅ講࠲ͷ༷ࢠ
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第⚖回「ا業における多༷な環境教育」ɹ
ɹ৿༲子・ᴡ藤ͻΖみ（サントリーホールディングス）
ɹ萩ݪܒޗ（セブンイレブン記念財団）
ʻ2015年度ʗ年度テーϚɿ地域における環境教育ʼ
第⚗回「自然学校と環境教育」ɹ
ɹ高੉宏थ（国立੺৓੨গ年ަྲྀの家）
ɹࠤ藤ൟ一（国際自然大学校）
第⚘回「都市部における環境教育」
ɹ萩ݪ洋ฏ（日本野ௗの会）、ླ木由߳（大日本ҹ࡮）ɹ
第⚙回「ا業と環境教育」 
ɹ山࿏歩（日能研ʗମݧ学श研究会）
ɹ۽谷豊（石ࡔ࢈業）
ʻ2016年度ʼɹ
第10回「༮ࣇظにおける環境教育」 
ɹਆ田ߒߦ（みͲり環境ڞ育事຿所たのかΜ͋͞）
ɹங地ॣ（朝բͲΖΜこอ育園）
第11回「ࣾ会教育ࢪ設における環境教育」
ɹࡔ本和弘（東京都多ຎಈ෺公園）
ɹࠜ本ਅٷ（自然教育研究センター）
ʻ2017年度ʗ年度テーϚɿ地域創生と自然学校ʼ
第12回「地域創生と自然学校①」ɹ˞
ɹ大西かおり（大杉谷自然学校）
ʻ2018年度ʗ年度テーϚɿ地域創生と自然学校ʼ
第13回「地域創生と自然学校ᶄ」ɹ˞
ɹ山崎宏（ホールアース研究所）
˞ʹ「ESDによる地域創生の評価とESD地域創生拠点の形
成に関する研究」（研究代表者阿部治）の一環としͯ開催
ɹ̎つΊ͸ࢀՃ者主ମ
ܕの学ͼで͋るɻ本講
座͸、①ಋೖ（झࢫઆ
明、アイスブレイキン
グ）、ᶄ⚑〜⚒人の講
師からの話題ఏڙ、ᶅ
શ員ࢀՃܕの৘報ަ
׵、ᶆまとΊ、でߏ成
͞Ε͍ͯるɻ講師による話題ఏڙから多くの学ͼが͋るの
͸໪࿦で͋るが、同༷にਂ͍学ͼとな͍ͬͯるのがશ員ࢀ
Ճܕの৘報ަ׵で͋るɻ۩ମ的に͸「͑ΜたくΜ」（ԁ形
の໛଄ࢴと୆ࢴ）を׆༻しͯの、ワールドカフェ形ࣜの৘
報ަ׵をߦ͍ͬͯるɻ⚕〜⚗人でं座になり、ࢀՃ者のօ
͞Μのකの上に置͍た͑ΜたくΜに講師からの話題ఏڙに
対するײ૝΍࣭問なͲを書͖ࠐΜで、グループ಺で৘報ަ
׵をするɻͦしͯ、メンバーをม͑ͯ、͞らに別のお題に
つ͍ͯ記ೖし৘報ަ׵をॏͶると͍う΋ので͋るɻ
ɹ持続可能なࣾ会を࣮ݱするたΊの担͍ख育成に͸「主ମ
的・対話的でਂ͍学ͼ」（アクティブ・ラーχング）͸ܽ
かͤな͍ɻ本講座にお͍ͯ΋このཁૉを大੾にしͯおり、
事後アンέートに΋৘報ަ׵の࣌間がҹ৅に࢒͍ͬͯると
のコメントが多く書かΕ͍ͯるɻこの࣌間を΋ͬとཉし͍
との੠にͲのようにԠ͑るかが今後の՝題で͋るɻ
ɹ⚓つΊ͸ࢀՃ者相互のつながり࡞りで͋り、本講座のͶ
ら͍の⚑つに΋環境教育ネットワーク࡞りをܝ͍͛ͯるɻ
ͦのたΊに΋、લड़のશ員ࢀՃܕの৘報ަ׵と͍う対話を
௨しͯࢀՃ者同࢜がつなが͍ͬͯくことをଅしͯおり、講
座ऴྃ後に͸、任ҙの名ࢗަ׵会を設け͍ͯるɻ名ࢗަ׵
をするͩけでなく、৘報ަ׵の続͖をするシーン΋見डけ
らΕ、Ҏ߱΋SNS等でަྲྀがܧ続し͍ͯると͍う話΋聞くɻ
⚒࣌間の講座で΋ࢀՃ者相互のつながりを࡞る͖ͬかけと
なることを࣮ײし͍ͯるɻ
ࠓޙͷల๬
ɹ2017年度Ҏ߱の年度テーϚおよͼ講座テーϚを「地域創
生と自然学校」としͯ
͍るɻこΕ͸、ESD研
究所がऔ組Ή「ESDに
よる地域創生の評価と
ESD地域創生拠点の
形成に関する研究」に
つながる΋ので͋るɻ
自然学校と͸、自然ମ
ݧ׆ಈとࣾ会՝題΁औり組みを௨しͯ持続可能なࣾ会࣮ݱ
にد༩する組織΍ࢪ設をࢦすɻ2010年のௐࠪによると、શ
国֤地に3700΋の自然学校が͋ると͞Ε、ESDの主ମと
しͯ大͍にظ଴͞Ε͍ͯるɻ
ɹ地域におけるESD΍環境教育の主ମで͋る自然学校͸、
ࣾ会՝題としͯの地域創生に΋ߩݙで͖る͸ͣで͋り、࣮
際にͦの事ྫ΋増͍͑ͯるɻ中山間地から都市部にまでશ
国֤地にଘࡏし͍ͯる自然学校が地域創生をϛッシϣンと
Ґ置෇け׆ಈを展開し͍ͯくことで、持続可能なࣾ会の࣮
ݱにۙづける͸ͣで͋るɻͦのಈ͖をଅ進し͍ͯくたΊに
΋、今後΋「地域創生と自然学校」をテーϚにした講座を
進Ί͍ͯくつ΋りで͋るɻ本ߘを͝ཡのօ͞Μに͸ͥͻ講
座に͝ࢀՃ͍た͖ͩ、自然学校΍環境教育が果たͤる地域
創生の໾ׂを一ॹにݕ౼͍た͖ͩた͍ɻ
ɹ本講座に͸ॳࢀՃのํからリピーターのํまでຖ回30〜
50人のࢀՃを͍た͍͍ͩͯるɻ今後΋講座をܧ続し、ࢀՃ
者の輪を広͍͛ͯくことで、持続可能なࣾ会࣮ݱのたΊの
一ॿとなΕ͹޾͍で͋るɻ
講座63-
IUUQXXXLFFQPSKQBCPVULBOLZPSJLLZPFsE QIQ
「立教ɹキープɹ環境教育」でݕࡧ
૿ా௚޿（まͩ͢・な͓ͻΖ）ެӹࡒஂ๏ਓΩーϓڠձ環
境教ҭࣄ業部主੮研究һ。ࢁསݝ立ീϲַࣗવ;Ε͍͋η
ンターؗ௕、ࢁསݝ地ٿԹஆ化๷ࢭ׆ಈਪਐηンターηン
ター௕を݉຿。立教大学ESD研究所٬һ研究һ、౎留文
科大学ʗ日本大学非常勤講師。専門は環境教ҭ、Πンター
ϓリςーション。ESD研究所ͷѨ部所௕とͷ師ఋͷͭな
͕り΋本講࠲։࠵にͭな͕͍ͬͯる。
全һࢀՃܕͷ৘ใަ׵
第12ճ講࠲ͷ༷ࢠ（講師ɿ大西か͓りࢯ）
